
薩摩川内市における住民への情報伝達
PAZ内避難の対象となる4地区内のｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ等を拠点に、地区単位のｺﾐｭﾆﾃｨを活用した情報伝達を実施。

ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ等へ派遣された市の職員は、IP無線及び緊急情報ｼｽﾃﾑ等により薩摩川内市災害対策本部と

情報を共有。市災害対策本部は、入手した情報を防災行政無線、広報車等を活用し、住民に情報を伝達。

消防団は、住民の避難の状況等を確認し、バス避難集合場所に派遣された薩摩川内市の職員と避難者の状況
や避難誘導体制等の情報を共有。

医療機関、社会福祉施設、学校、保育所等、在宅の避難行動要支援者への情報伝達は薩摩川内市災害対策
本部から実施。必要に応じ、自治会長等と協力し、情報伝達を行う。

 各ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ等に派遣された薩摩川内市職員は、IP
無線等を活用して、市災害対策本部と情報を共有

ＩＰ無線川内ｵﾌｻｲﾄｾﾝﾀｰ

(鹿児島県原子力防災ｾﾝﾀｰ)

 防災行政無線、広報車等を活用し、住民へ情報を伝達

 医療機関・社会福祉施設、学校・保育所等、在宅の避難
行動要支援者への情報伝達は、市災害対策本部から
実施

防災行政無線戸別受信機
（戸別に受信可能）

広報車
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緊急情報システム

薩摩川内市
災害対策本部

：バス避難集合場所

（凡例）

水引地区
みずひきPAZ

滄浪地区
そ う ろ う

寄田地区
よ り た

峰山地区
みねやま

さ つ ま せ ん だ い し

さ つ ま せ ん だ い し

さ つ ま せ ん だ い し

さ つ ま せ ん だ い し

さ つ ま せ ん だ い し

さ つ ま せ ん だ い し

せんだい

かごしまけん



学校・保育所等

学校名
人数（人） ※１

児童等 職員 合計

水引（みずひき）小学校 124 15 139 
峰山（みねやま）小学校 29 12 41
水引（みずひき）中学校 64 13 77

小 計 217 40 257
水引（みずひき）保育園 58 25 83
高江（たかえ）こども園 55 18 73

小 計 113 43 156
合 計 330 83 413

※１
・小・中学校の児童・生徒の人数

令和２年５月１日現在
・保育所等の幼児の人数

令和２年10月１日現在

PAZ内の学校・保育所等の児童等の避難

 PAZ内の３つの小・中学校の児童・生徒（217人）及び2つの保育所等の幼児（113人）は、警戒事態になった時点で
授業・保育を中止し、保護者あてに連絡（ﾒｰﾙ配信等）し、児童等の保護者への引渡しを実施。

 施設敷地緊急事態になった時点で、保護者への引渡しが完了していない児童等は、職員とともに鹿児島県又は
薩摩川内市が確保するﾊﾞｽで避難し、避難先において保護者に引き渡す。

 全ての学校・保育所等において個別避難計画を策定済。
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さ つ ま せ ん だ い し

（1）避難準備
（2）児童等の保護者への引渡し

警戒事態

施設敷地緊急事態

全面緊急事態

引渡しが完了していない児童等と職員が

ともに鹿児島県又は薩摩川内市が確保す
るﾊﾞｽで避難先施設に避難を開始

自宅待機

一部、避難準備※２

避難の準備

一部、避難開始※２

避難の開始※２

児童等の
引渡し

避難先で保護者へ
引渡し

○鹿児島県総合体育センター
○鹿児島県文化センター（宝山ホール）
○県立図書館本館 他４施設

避難先施設

さ つ ま せ ん だ い し

ほ う ざ ん

か ご しま けん

か ご しま けん

か ご しま けん

か ご しま けん

※２ 上のフローのうち、警戒事態で保護者へ引き渡した保育所等の園児については、警戒事態
で避難準備し、施設敷地緊急事態で保護者とともに避難開始。




